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素粒子論の一つの試み
進　　藤　　盆…一男
　．（1｝召禾022．今i3月1日）

ATheory心n　Elem⑳tary　Particles

　　　　　　　　Sindδ　Masuo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．bstrεも。も

　i・mi・…c・piとphen・面・・…i。　migl・t　be　exp・c・・d・与・赴・h・．i・壬1μe1・ce、　f・・m・h・．・b・erv・・i・g．

system　should　play・much血ore　important　role　than　ih　the　prese耽stand三）oint　and　the　domaill

appears　where．　the　relativ1slic　dgscrlption　must　be　altered。　．The　author　tlllnks　that　the　cohcept・

Whi・h　h・・hilhe・t・been．．・・k・n　i・・h・・el卿i・li・・t・・dp・i…L・・1・e壬・u・di脚・i・1・・1・im・・⇒ace

manifold　and　phenomenon　are　absolute　to　the　observative．．system，．should　be　alter6d　so　as　these

・h・uld　b・decid・d・el・・i・・…he・bser・atl…y・t・山・A…im・1・＄・・漁！f…典h　s…d・・i・・．・

fi・1d・h…y量・． cP・se41・wi・瞬・e・・me・・1・a・η6d“1・・吻・i・パ’i・呈・t・・d・・r己Th・f・II・壷i・・．

re・u1・・r・・μ…一一・称・・e・・ρ．b・・nd・・y・・［・es　t・・h・甲・g・i・・d・・f・hr・nergア．・f・ne　f・e6・lem・n…y

pa貌ticl骨，・nd　th・与・1f　e1・ergy・f　an・1サ・t・・n　and・hucl・a・p・・tl・r・b・cQm・｛i・it・・ln暮・n…1量t　ca・

be　expected　that　the　dlfficulty　of中e　di▽eτgence　in　the　present．　theory　dis民ppears　aut6matically。．

　　　、’　　　　　　　　閣　　　；欠　　　　　　　　　　　　“

　　1，緒　　亭論……………一…・…・」…・・一……・・……∴・……一・………125

　　2．時空概念に於けう継針1生の三更　…・……………テ・：………………・・………．126

　　3．物理的認識の意昧　”…・…………・…・・…晩・・………・一∴………・．・・・………128

　　4．整攣歎の函数一∴……・一…・…………・…・…・…………・……・一……129

臥　　　5，　辱幅　　　　身重　　　場　　。・・…　一ゼ・・．・・・・・…　。・・・…　。。・・・…　gr・・一・・一・1・…　一・…　随・。鱒…　。・・g・r夕　131．

　　6．自由素紋子の揚・………………・・……．…………・…・…・…．…一・・，…一一134
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　79　揚　　一　　般　　論　　鱒・…　巨．・．鱒・。・・…　2…　り・一…　h一・…　∴一…　。・・・・…　。・。・・・・…　．・・・・・・・…　．】36

　　8．瀞電ポテンシ．ヤ・レ躍子の自己エネル病一一一…・一∴＿一一・・137

　　9．静核ポテンシャルと核子の自己エネルギ四　・‘………一…・一………一139

　　　　　　　　　　　　　　　　　　§1鼠1　羅著　　　　 ．　餐欝窪　　．．・

　　申間子場と核了『の場との共存等一般に作用し合ふ二種以上の場の共存の理論に於て現在め相勤

性量：テ力學が行きつ覇ってみる．ことは周知の通りである。此の完全な打開は個々の現象に樹する機

構の吟朱だけでは不可能費あって現在D相蜀性量子力學D方法；．1基礎概念の攣更を必要とするもの

と認あられるb現象に封ずる種々の機構を提出して．も現在の理論的取扱をとる限り切断といふ様な

’
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　ことを行はなければ獲散の困雛につきあたり，實は提出した機構そのものの眞爲を決定出面ない現

廊ある．現緬劔論購殊棚性理論臨画輪す様に作られてみる。量子力學によって鰍

態概念の攣更をもたらしたが，時塞概念の方は以前のままである。現在迄提出された新理論に麹す

る試みは連績四次元部室聞に封ずる相封論的要求を何等かの形で保持しつつ理論を建設し結果把於

℃時塞不弓隠性，素粒子孚径に相魅するものを期待するといふ方向に向ってみる。其等相樹論的立

場の延長による試みが成功するならば物理的認識なすべて相総論的思想圏内に於て記述され得るこ

・ととなり甚だ喜ばしV・がそうでないのであるから，耳einsteinの相凋性原理がNewto1Y力學の思想

圏内を眈することによって到達された様だ，微温的現象に於ては相総論的要求が煽され得ない領域
　　　　　麹　　　　　　　　　　　　　　瓦

があり，從って現在の相封論的立場を脆することに：よって困難打開の端緒が得られるとV・ふ豫想も

なし得るQ相封論的立場では時察聞の各勲にi封ずる座標の附け方及び現象に樹す．る具膿的表現は各
内ρ

ﾎ測系によって一壷異なるが，時空胴そのもの，現象そのものは各艘測系に超越して絶封的に存在

　してみると信ずる方向に向ふ。しかし面掛系の立場は論語的現象1こ上しては何等影響を及ぼさない

が微硯的となるに從ひ現在の量子力試に於けるよりも一婦重要となるものと感想されるから，相論

論的立場の延長による試みが成功しなv・のは當然と云ふべきかも知れなv・。

　　筆者は本稿に於て騎殊相樹性理論旨來の近点的な時空闇及び現象の概念を攣更してみることを

提案し，爾概念の親巨富に封ずる相封性（現在の相封論に於ける相封性とは意味が全く異なる）を

主張し，此の見地から素粒子論の一つの試みをなしてみたい。Lorelltz不攣性等D要求は現在の理

論でも満足に：記述出來る範圏に於てのみ満される様進めばよいから構想がよほど自由になり，困難

打開の面々の可能性が生する。但し此は亘視的現象の幾何學的記述や自然法則の客観性を否定しよ

　うとするものではなV・Q

　　　　　　　　　　　　　§2，時盤i概念緯於ける繕謝惟iの二三：

　　筆者の提案を明瞭にする爲特殊相i封性理論以來の麹室概念を要約してみると

　　　1q　時室聞は各親測系に食して（室闇及び時聞に分割せす全龍としてみれば）同じものであ

　る。即座封的（共有的）存在である。特定の観測系に封して特定の座標系が封恋する。

　　　2’　時様聞は四次元の漣績な集合艦である。混血の一職は或る座標系に画して四つの聖なる

座標＠，％ろ’）で表現される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　さて上記時衆間の特徴として相潮影であると云はれるが，其は各鮎に封ずる座標の附け方が各

糊測系によって異なる結果，Newton力學に於ける様な絶封塞間及び絶塁寸時重なるものを考へ得な

いといふことでφる。此の特徴は常に指摘されるが一方，四次元時塞間そのものの絶封性は明白と

　して閥題覗されす1現在迄其れに回し何等の批判をもなされてるなv・様である。以下時塞間の相封

性といふ言葉骸上述の意味にとらず，観測系との次の様な關係を意昧ずるものとする。即槻測系！i41

に封ずる時塞聞R1と観測系／鴎に封ずる時室聞R2とは同じものと云へないσ但し1～1と1もとの集
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合としての構造は同じであつでもよい。此の様に相封性なる言葉の意昧を定めると1。，及び2つに

於ては時塞聞は絶三三餐あり相渕的であると去へなV・。さて緒論で述べた様な理由から相謁論的立

場を一慮貌して出獲するとととしゴを次の如く攣更してみよう。　　　　　　　　　　　　、

　　1。蒔室間は観測系ぬ封して相封的である。．．

　　量子力學の出現によって二二回り立場が観測と密接な關聯を有することが主張される様になっ

たが，時空闇に封しては座標の附け方といふ表現方法に關聯させるにとどまり，時三間そのものに

聾する相互的開聯は注意されてるなV・。微覗的現象記述に於け1る困莫1登を：打開するであらう理論では，

1観測系の立場が現在Z）理論に於けるよりも一層深く入って來て，時室闇そのものに錫する影響が豫

想され1の如き提案をなしたのであるρ即各槻弓系は各々の襯測装置によって襯測するといふ事實

から各観測系は其の猫自性に慮じて時室聞を構或し槻弓結果を記述するとするのである。

　　時空闇の集合としてのトll鑓をどう取るかに封しては本稿に於て底最も簡軍な試みとして次の提

i案をなして置く0

　　2・各観測系に封ずる時二二は四次元であり，其の一二は侮，勘，〃。，≠）で表現される。”は整

数，’は二二植を取る。　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　　’

　　これは1よ均も更に暫定的な試案である。勿論現在の理論で取扱へる現象に封レては次節で述

べる様に近似的に三二潤は三三的且連績と見倣し得る檬理論を建設しなければならなV・。2の前提

をなしたからといって空乱部分を軍に格子的に考べると“ふのではなく，其は不連績を導入するに

乏どまる。計量其池の導入を現象と關聯させる事も考へ得るだらう。又2の如き提案は微覗的現象

に於て相剴論的に記述し得ない領域があると豫回する立場に立つだからこそ許されることは言ふま

でもなv・。周知の様にHeisenbergb等は｝｛守旧の理論では長さの掬，時間のプ。／6以下のものは無意味

となるかも知れないと豫回してみるが，2では三三は蓮纏とし特殊な役割を與へてるる。現在の理

二間では結果を物理的に解話する場合，時室間にゴ＝COnstなる面を考へ同相窒i論的な三態の概念を．

用ぴてるるが，將來される理論では其を樺瀟的にせねばならないと期侍されρiracの先鹸確率

の考へ，Dirac2），　Bloch3）の多時聞理論，・朝永教授4）の三時聞理論等が提出された。三時聞珊論に至

って∫＝・・nstなる面は“三二的な画”に一般化され要求が一1態満足されたが無限大の困難が1⇒ド除

されたわけではない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　Dirac自身前記の研窒の後に：，將來の理論に於けろ状態の概念はむしろ現在のものに近いのか

rも知れなV・とも言ってみる5）。少く共現在迄の所物理的擬測は時刻ゴ。に於ける室聞的槻測と∫1に

1）Helsenberg：Al！l・・d．　Phys，，32（1938），20。

2）　Dlrac：Proc．　Roy．　Soc，，13轄（1932），453．

3）　Bloch：1）hys。　Z．　SSUR．，、5（1934），301．

4）・朝永・理研藁…親22（194｝），545．

5）　Dirac：Quanしum　lllechanlc　211d　ed。（1935），序文．
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於ける難問的観測とまり成り時間は特殊な役割を持つ。’1なる時刻も實は理る現象の塞闇的観測に

よって輿へられ為，から’1迄の’は現象記述の手段として導入してある様になってみる。

　　　　　　　　　　　　　　　§3・物灘的認識の海女

　　時室概念の攣更に件ひ當然物理的認識は如何なる形式でL記蓮；されるかが定められなければなら

ない。論鮎を明瞭にする爲此に1封ずる現在の相可性量子力學の立場を要約してみる。

　　3◎　刀41なる槻引網が時刻∫。に於て齪測を行ぴ，’。に於ける朕態例’。）を知ったならば’。蚊

り後の∫1に於ける歌態の（のは理論的に豫知出來る。φなる欣態で観測量4を観測し陀場合槻測

値は4の固有値のどれかであり，共が4である確率は；＠。の痔で與へられる。但し伽は4ρ固

有値αに属する固有函数である．。と．の述べ方はShτδdinger描象によってみる。　　，　　卜

　　4　　二つ以上の観洲野間の關聯に害しては便宜上Heisellbe馨描象をとらう．。物理的量は時

歯間の函数として表現されるが，時察間は各競世系に共通であるから一つの槻測系1鴎に押する量

及び場方程式を知れば他の下野系鵬に樹♂るものは，踊及び』ノ璃に封更る座標系間の解悟によっ

て必然的に定まる。更に特別な座標系なるものを考へ得准V之と，，物理的認識疋封ずる肺門性の要

求により場方程式ぱ各槻隠州に封し同じ形なることが要講され（交換關係等も場方程式と一つと見

微す）其は墜標系の愛換に零して不興でなくてはならな跡。

　　導附に於て嘱曜購果から鵬のを予知出町る様になってみるのは，聾控聞及醐

象の平門系に勤する絶弾性を無條件に認めてみるからこそであるが，此は自死に現在の立場に於てす

ら決して明瞭なものでないことを指摘する。今瓢が時刻ゴ。に別て歌態を切開しの（’。）を得たとす

れば∫〉≠。にi封ずる1伏態は理論上判，るがオ＜’。に封ずる状態は切臨の結果判らなv・。四って／随

にi封ずる犀角は嚴密には判らない。

　　叉一つの観測系の観測に於て交換不可能な槻測量に封ずる唖謂相補．i生は強調きれるが，二つの

襯測系の観測に於て瓢の観測に於ける偽からの旧観とも云ふべきことに尽し℃は論ぜられてる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
ない。しかし其は現象が微硯的となるに從ぴ重要となり，唱導には観測系間の樹鷹といふことが意

味を持ち得なV・といふ次の様な議論も成立し得るd二つの観測系払，！鴎閥に何等力｝の相互作用が

あって爾系の野際的野態なるものが指定される可能性が生じ，從って智慮といふことが問題になり

得るとする（若し何等の相互作用もなければ爾系の謝鷹といふことは始めから問題になり得ない）。

先ず瓢が観測し次に砿が観llllすると“ふ様なことは既に相甥論的に一般に意昧がない。　！風及

び砥より共に認められる現象4が起きてみるものとすれば1鴎は4，璃，淫及び賜聞の相互作

用等を親御することになるが，4そのものと他のものとを分離して観測するなどといふことは現象

が微硯的となれば一般に不可能であらう．。

　　一方砥ぼ4，ル4，π41及び・4聞の相互作用を観測することになり，實は1風と璃とは異っ

た現象を観測してみることになる。今ル11が溜なる現象を問題1こしてみる場合，鵬、も叉4を問題
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になし得る時は4は瓢及び1鴎に引し絶二七に存在してみると善ふごとにし，砿が4を問題に

してみる場合砥は4そのものを問題になし得なV・時は，4は珊に相鋼的に存在し宅みると冒ふ

どとにする。ぞうすれば上述の議論は現歌壇論と異な妙現象は齪測系に相謝的に存往してゐ葛こと

を主張したことになる。下等め吟味を夢照し3。，4に相當して次め如く農こう。

　　3。　　3’と向じ。．

　　4　　場方程式は各槻測系にi封して向じである。時室間を各観測系に冊封的としたが，其の彙

合としての構造は眈（例へば2の姻）とする鈷力咄來るから4め要識灘せる琵力咄

來る。從って二つの観測系に封し℃同じ形の初朋條件で起つた現象は同じ観測結果を豫知ぜしめ

る。即＄，4の攣更されだ立場に於セも物塊的認識ゐ客観性とやふごとは成立してみるのである0

4に於ては4。に於ける如く二つの無品系闇の封慮に就てに何等言及してみないが，此は時塞聞及び

現象の観測系に乱する相封性を主張する立場からは其の愚な事は意味をなさないから當然である。

叉晶晶きれた立場では一つの観測系の時刻’。に於ける槻測結果ゐら同じ翻測系の≠1比於ける襯測結

果を豫知出漁る様に珊輪が絶域されてるれば其で一紙現象記述の形式は完結したζとになり，他の

條件は必要としなくなるbさてしかし現在の理論寮充分取扱へる現象に謝しては新しく提案される

理論も現在のと一致した結果を輿へなくてはならないから，其の様な現象に幽しては時塞聞は蓮面

的且絶品的と近似的に見倣してもよV・様に場；方程式が導入されなくてはならなV・。ことでは次の檬

にするQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　5。　場：方程式の中に長さの元を持つ常数プ。が含まれてみて，其を零に近すければ場方程式は

相甥論的要請を漏すものに移行する。

　　この様にするとプ。を零に話すけて取扱っても差支へない現象に妬しては座標系の鍵換といふこ

とが考へられ，共を槻晶系の立場の攣更と見乱せば二つむ観測上間に現在の理論に於ける山農の關

聯がつけられることになる。

　　　　　　　　　．　．　　§禽鰹翼壁の脚数

　　現在の相封論的立場の憂更による最：も三軍な試みとして時室聞の構造を2ク）如く置くことにし

たから場方程式を構成ずる前に不連績な攣数の函数に樹ずる純歎學的な準備をする。

　　函数1唾，1り，砺，診）に於て各攣数の攣域は次の如く興へられてるるものとする。

　　　　　π。，πy，〃2；整男系（0，±ユ，±2，……・‘・

　　　　　　　　f；賞数艦

　　診が運綾な實攣三豊呼ばれるのに樹凹し，砺π～ノ，砺を整丁丁と呼ぼう。三二激による導來函数

嘉及購系嘲集合・に於け・翻レ伽漱旧く鮒・・　．．
　　定義　1。

　　　　　詣ヨノ；瘡一三1型隻三）詳伽重誓幽互・…一……・・…………（4，1）



紹。 礁・藤　　盆　　男

　　　　・』い≡津嘱卿ン…・・∵…・……∵∴…・…・一・…・・………1……：（4，2）

　　但しブ。は常敏，Σは”。‘が4に澄する各値蓼取った場合の和を示す。特に∠が1πo，πo十i，…ア～エ｝

な・撒∫：：喜副で示す・上の臓では・・糊の囎裸・満てゐ・から馬鞭の↓囎

　　　　　　けすべきであるが簡富め爲蓮績墾数の場合と同じ形に書い摩おく。　實攣数ω，加に相當するもセ）が

π。プ。，ブ。であると考へれば定義の直観的意味は明らかであらう。（4，1）なる定義は｛1（砺＋1，μ“，π。，の

山∫（〃”，π〃；π・，’）．｝，％と少し異なることに洗意されたし。高階野分係凱多重積分等は（4，D，（4，2）を

反復して定義する。例へば　、　　　　　　　9　　　　　　　　　　　’ジ　　　　」

　　　　蒜㍉微G念）藁1隅姻吻＠雛・㊧礁　21胴……（蝸

　　定理　1。　　。　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　・　　　　・　　　　　穿

　　　　荒（～　）一一・sl島σ・娩・・………・…・……・…………一…・…………・（・，・）

　　　　一ゐ（　ノπノ恥8）一譜恥…∴一・∴………………・…・…・・・・………・，（岬

謙孟（　7σノ砺8）〒幽∵堕11！ゴ漕・り脚聯．
ヰ
π範（偽ノ悔勾と書きδ函数を次の如く定義するQ　　　　・　　　　　　　　　　　㌦

　　定義2。

　　　．晦噛1結轟覗の時）　　　　　　　・
　　　　　　　　　　ro（・減・・。の時）
　　　　　　　　　　　オ　　　　　δ（π一π〔｝）≡≡δ＠湿．一7多鴬〔，）δ（πンーπダ。）δ（π之「π㌔）　　　　　　

・r

　　5！，、。（〃・一〃。。）は・。＝・。。＋1なる時一1／2・。2，1’。．＝1・。。ご1なる時1／2・。2，他の場合は0と

なわ次の關係を得る。　　　　　　　　’　　　　　　　　　　・　　，　　　　　　　’

　　定理　2。

　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　∫ノ幡）・（～月一π創｛ガあ2餌＝1（〃。男）　、　・・…　一・一・。・・・・・…　一・・一一一一…　一・…　一一・・・・・・…　　（4，6）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　∫ノ叫）δ楊（π瓢　π節　　　　　　　　o）逐一ん嘱）・一……………・一…ニ…………（蜘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
　　籍し4には，ア％一1，π郎。，ノz、ご。十1が含奪れてるるとしてある。蓮績攣数に於けるδ＠一ωu），

δ喰一…）は記號的の意味のみを有するのに封しδ（炉・・。）・．δ・・（〃・一喝雄實際に存在ずる野州

ある。

　　定理　3。

　　　　歩轡噸：：：；ll：：：1；llll：：＝1；1：：：：：：｝一∴一ヅ幽



　　　　　　　　　　　　　　　　素粒子論’の一つの試み．　　　　　　　　蹴

　　　　　∫：｝無偏回：1……・…崩一∵・……∵・…・…・……・一：……・1（4，9）

　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　‘，

∴幽＝1：1：：：∵〕1｝二lll∴：：：1：1：：｝綱

　　忌中伽）］：：ド囲1櫛ll一弛）＋押）

　　定理　生　　週期Nなる整九三の函数の集合に直し．

．　綱≡画壱～臨一一似±鵡……士（エ▽　　1．2　　2）

なる合計N個の函数ぱ完全iE規直交系を域す。

　　但し簡軍の爲Nは奇数とし正規化はπ諺の一週期にi封し行ってある。叉直交性等の定義は蓮績

攣璽の場合と形式的に同じとして置く。

　　誰明　 週期Nなる函数1（砺十N）＝／（〃のに封しては砺のN個の値0，1，…（N－1）k劃す

るプの値が定勲馳も郎等．欝欝が｛砿い《臨1房の慰の函数胴欝欝に於鵬N個の

直交函数の一次結合として表はされる。　吻わ（π鉛1は次の様に直交系であり早旦の一次結合はやはり

Nを週期として持つから定理は声明されたことになる。

　　　　　・∫淋総噸論・鍔？翫
　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ2。（〃・2』〃・・）〃

’” @　，一議1㌦∴「一一・・…・一…………幅調「
　　　　　　　　　　　　　　　　1－8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

　　定義き．

　　　　　三三梱rG捺蕩∵濫）　’　　　　・
　　div，　Ro亡，4，□等「も連績回数の場合と形式的に同檬に定義する。

　　　　　　　　　　　　　　　　§5・輻射場　．三』’

　　相三論的立場を攣更して1轡5の票請を一三提案し海ので南るが，其等を：瀬す様な取扱を：先ブ

輻射場に就て回そう。

　　從回数の輻射場の方藤於て£鼻等を蕩三等で謙へたもみ噛し

く量靴前の鰍蝪方獄・して期す為・読；等の幅が入っ輪から場方程式の中に



瑚　　　　　　　　溝腿翻・＿男

灘の踏越？普焼畑を入れ擢雄なる・此の直な取扱腸一返の格子化く1蜘・紅綱銘

付ける靴する・即騨に選ば軌歪回し磁の輻射場の耀式は

　　　　　□三際幸謁＋謝一吉讐細1
　　　　・峰｛矯幸｛冠砦算。　∫∵”叩．●’…’●●●●●（5，1）

　　歎學的三軍さの二二綾旧聞の場合と回忌には」は働，殉ノ麗に回しN（奇数とす）なる週期を

持つものとする。批は輻射場全艦が

　　　　　　　7、＝刀，　　　但しL篇飾1

の中に閉沁められてるる龍に応急ずる・4節定理4はつて（5・ユ）の一次の如くなる・

　　　一歪一癖（・・岬・・嚥（’畷・）・………一…………………・・…1…㈲・）

但し4画幽・．・・《Mケ秘あ…・……一……・…∴…・・鯛

　　々、は波数ベクトルで興の取の得る値は次の如ぐパ燗である。

　　　　扉（・・素，2・煮・・構）

　　　　轡型一③±馬…∴・±〈N　　12　　2）．1一……………・一……一∵（翫・）』

　　ぬ加成分を妬，飯の絶野値を4λで表はすととにずる。（5，4）から

　　　　温π≦々画鰯・。，．々λ。r。≦π・・……一・…・一…捗・…ご・……・……一…（5，5）・

　　　　　　　　　　　　2プ。
　　（5・2ゆ麟に於ては再以下の短波長に絶する¢・は噸としなく、なる・此辱顯時察

間の像で格子化を解繹すると（’z。十1，’鰯7分と（隔η，ノ，㈲の距離をプ。とし泥様な形になってゐう

から當然豫期される所である。軌μは溜λ井の方向を示す箪位ベクトルであるが，（5，r　1）の第二式

より§4定理1を参照すれば次の關係を満さねばならない。　　　　　r　　　　』　’』

　　　　　　　（ヨの一・…………・・…N……∵……・…………・…・…………（…）’

　　但し蕨　はぬに關聯し吹の如く定義されたもので以下補波数ベクトルと呼ぶことにずる夢

　　　　熊（SL血編プ・　Sm走λ2ノブ・　S五蝉λぬ　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　，　　　プ0　　　　　　　　　7●o　　　　　　　　　fo）1・…・…∴……・……・………∵（翫・）．、

恥城分を嘱醐靴・漆示す．輪軸徽・力雪㍑ヒし非常に小翻れば．

　　　　　　　一童三星≒願錫　　　　　　　、
　　　　　　　　　ro
　　　　→　　　　　鱒　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卸　　　　　　　　呼

等となり嫁はぬと一致する。蓮綾室蘭の場合には8としてぬ　と直交し且互に直交する二つ



　　　　　　　　　　　　　　　　　粟糠解論の一・つの試み　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ3＄

　　のべ外耀聡れ姉ζんど幽纏交し朋随獄婦のが脇れるζと賄る・傭
　漁・（・）謙・（’）は（5，2）力電（5，1）の解となる爲には4節定理1によ二次の形の微分方程式を満足

　　しなければならぬ。L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　暫上＋嘱・一・……一・…；……・・…・…・・……………・一・……・（5，8）

　　　　　　　　　爵　　調

　　　　但し　・　　デ

　　　　　　取嘱司（勢づ＋（臨池ア＋（曲舟絢y

　　即振動数ンλはぬではなくぬで決るわけである。

　　　　量子化はDi…の方瀧その舷鵬’…（’），・1、（・）観撫し

　　　　　　　　　…r・4弄瓦λ㌔・・、

　　　　　　　　　・責岬薪・柳嫌．

　　で與へられる演算子6神，み叡を導入し

’　　　　一　みλψ責’μ’温疏・μ’．ゐλμ＝δλλ’δ陣’×’

一、なる交換贈爵を葺けばNλβ≡ゐ郊飯μ㊧固有値は0，1，2，……となる。全エネル■ギ僻E及び蓮動

　　解はルー÷誓，丑一…ねり（…睡難に關するもの）次の如くな・。

　　S諏は三種積分で1’。，’置“，彦．の各一遍期に付て行ったものである。双が有限郎膿積7が有限であ

　　る准らば（5，．9）に於けるΣΣ．は艘積に正比例．し海和であるから，零黙エネルギ搾等は腸積に正

　　　　　　　　　　　　　　ギ　み
　　比例し締限値となり・特別な取扱をしなくても零駆ネルギーの三四解潤してみる・

　　　　　　0パヨ1z織，’Eλ≡…乃レλ＝乃。籔　・．………一∴……一・…………・……・・…　（5，10）

　峰々’玩子一個の耐量，澱勉ギ嵯耀すれ雌來胴厭の關係が成立ずる・

　　　　　　　　　E三　＝ゼ02θ裟　　　鱒∴…　一・。嵐・…　。・一。・…　。・・・・…　h。。・・・・・…　。・一・。・・・・…　一・鱒・・一・・一・　（5，　11）

　　∂、の城分に着目してみ寵（5，7），（5，1q肱より婦。が小さければ從來のものとら致するが．

舳力鰍増加して号叫餓≒妥・波嗣麟齢堺筋・・卸り勧
　　しτ・（波長2・・）回る聞では逆に減少する・ζれは物理的には灘朦置の素粒r熊は恥のと

　　解繹し得る。光子一個のエネルギーには最大臆があることになるが，此庭で用幣た．4に．謝する境
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懸件から膜の鰍エネルギ噸・qへるた・ば畑・々げ凶絢回れも』「±餐の場飢馳

球下構町を旧く。もし光子のエネルギ山に魅し各方向から來るるのを全く同等に観測し得る観測系

　　　　　　　　　　　　　　ロがあるとすれば共と）系の槻測結果を記述するには別の境界條件を用ひるかヂ又は何等かの改良を行

ふ必要がある㌔露虫が或値以下のものは表はれて詮ないから，現在の理論に於て輻射場と他の場と

の共存を取扱ふ場合，共の構動計算の中面忘態幽1廷限に小さv・波長の痴態が入つでくることから論

る藩論の困難は解消すると豫期される。叉格子化の手績は元來從來のものと立場を異にするが計算

的にも異なる。例へばWentze16）の取扱は現在の立場た於ける切断と同等であって，從來の微分

方程式を保持しぬの如きものは表はれて來なV・し，エネルギーの限界値の存在等のととは自働的

に出て來ないのである。

　　　　　　　　　　　　　　　・§6。臨由藁粒畢の場

　　スケーラー中一子場の磁の場方程式を
　　　　　　　　／．
　　　　　　　口σ一κ号・胆0，　、□ぴ一・号1ひ拳＝0一・…一∵・…・・…（6，i）

とするσ□は不連績民間のもの，又中震子D質量ηZ“に議し靭＝7π碗である。αぴはπ。，η“，

均に關しNなる週期を持つとし　　・　　　　　　　　　　。　・，

∵1：：1：壁際ll∴1∴∵｝抽

の如く展開する・ぬは（5，のと同様に畢へられる・殿を（5，7）と同様定義すれぱレλは概で、

はなくぬによって次の如く定まる。　　　　　　　　　　、㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

　　　　　　　・、≒・》礁・島……∴・・∵・・…一…・…・………・…………・…∵・・（6，3）

　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　　　　
　　P・・1レW・issk・phの方法顧円価P・等を轍と髄髄漏壷胡朧置けば全エネル脚E・

全運動量4ノ，全電荷gを從來と同じ形に：書ける。

　　但し共等の表式に於けるΣはN3個の和となるから，例へば誌面エネルギーは面積に正比洌
　　　　　　　　　　　　　べ
した有限値となる。叉λ歌態の中竜子…個の蓮動量，エネルギーな． @’　．　’

　　　　　　　σλ＝層λ，　　　　Eλ＝＝乃ソλ

となるから，σλ，Eλ聞には（6β）により從來と同様次の關係が成立してみるQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　留

　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　り　　　　　　　Eλ　＝　‘？（θ阪　十71η！02）　　　・一・・r・・・・・・・・・・・・…　∵∵・一一・…　一・・一・・・・・・・・・・・・・・・・・…　　　（6，4）

芸’A繧空間を前提し球肇据肱格子化を行ふことは可能であると思ふQ

6）We・t・el・H・1b．　Phy与．　Acl・f3，（1940），269・



　　　　　　　　　　　　　　　素粒子論の…つの試夢　　　　　　　　　　　135

　　ベクトル中継子場に封しても格子化する以外は從來と同様に宿せぱよV・。忌詞計算等に於ける

申画期の無限に小さい波長の状態から論る困難は§5ゐ絡りに述べたと同様解溝するだらう。電子

場にi熾してはgradをi整攣数にi話して定義されたものを取り　　　　　　　　　　　　　　　『

　　　　　薇一盈ψ鵡藤野ψ｝・一一・一聯

を‘激の場方程式として探用ナる。（6，5）の

　　　　　　　　吋　”　　　　ム■λ
　　　　　　　∫（ぬノ〃㌃レー可ゴ）！

なる因数を持つ特殊解ψλを求めてみると

　　　　　　　　　　　　一一・　　　五■λ
　　　　　　　　　　　雄λノ〃br．万．一’）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・…　一…　9・・・・…　‘・・・・…　一一・・・・・・・・・・・・…　一・・㌔・一。　（6，6）　’　　　　　　　ψλ＝24λ8

晦は軍列マトリックスで次の代激方・程式の0でな㌔（解である。

　　．　恥一＠；＋魂｝・・

　　　　　　　　　　　　ニ
　　・’・が。でない紫煙堕すE・燭する四次耀・いら君・の＋睡なる二重根，一・・眠る

二重根が得られ其れに劃慮してπλは四組得られる。但しκ“、＝・副〃とすればンλは次の如く與へ

られる。

　　　　　　　。、＝，》々喜畜…一…1・…・・…・……・・…・・…・・………・一・………、（6，7）

　　ψが勘，勘，π、に回しNなる週期を持つとし庇を（6，6）の形の有限個の函数で展開する。　量

；≠化はIwaneko－Soko1Qwと同様に取扱へばよい。零黒lllエネルギ四及び全電荷の員の無限大は自然

になくなる。叉電子場と他の場との共存する場合の取扱ひに於て，撮動計算の申聞歌態等に於て無

限に波長の小さV・陰陽電子蜀の存在が可能であることから來る困難は自然解濾するだらう。電子一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
個の量に薄しては（6，4）の中の物をη～で置き換へた式が成立する。

し光子に封ずる∫5，11）に關良して述べたことは同様他の自由素粒子に饗して亀云へう。共等自

由素粒子一個のエネ・岬確最畑萱力｛あるζと等の糸課は直に唖唖との翻幽幽實に反するとの掴・唖

を受けよう。しかし霧箱の飛跡等から其の蓮動量などを判定する場合，現在では特殊相封性力學の

愛當性を假直してみる。§2，3等で述べた檬に現象が微硯的となるに從ひ相韮寸論的記述が不可能な

領域が出てくることも考へられ，本稿め如き攣更し潅立場に立てば上述の判定方法は攣更を要する。

例へば限界盟ネルギ四附近の素粒子は其の方向を感化し難い爲に此から現在流に判定すると非常に

大翫エネノげ峡欄される様嫡情回るかも知傭い・素！好綱のエ率ル躯から紐エ

ネルギーを引いたものが108〃程度になれば現；在の理論が危くなるといふ事實は其の量に10％7

程度の最大値が存在するごとを示すものと考へ得る。
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「§7。場一般講

’現庄の理謙於て醐納・穫齢・9・・ng醐・（α，一業のによ槻定きれ・場拷

察する。攣更されだ立場に於ける最も簡軍な一つり試みとして其を格子化してみるb即現在の理論

の三三・・数の場当式に於て郷・構等を一蝸孟町回換一たもの

を改めて6数の場方程式として採る。

　　　　　　　　　　ガ　　　　　、1

　　　　毒・「噛癖弁明罠。．等・e．”1…∵”…’（乳⑳

　　長・瞭持つ午下常理は一、㌃等に關聯・て四つでる・・量子化は帰帆・悠繭の

方法娯のま鹸へばよい・連鶴室間に封鍋鱒の取撚結慰於て特㈱茎績論的不難蘇

持してみるが，取扱の途中に於ては高聞ぱ特殊な役割を果してみる。今め場合此は却って好都合で

ある。忍を現在流に定義し忍，9、等を4数とし次の交換關係を置くQ叉Hも從來と同様導入する。

　　　　　隠：1：仁∴鶴愈一。｝呼一　

　　　　　　　　　　　　ノ　爵
　　Fe∫mi粒子に回しては十をBose粒子に正しては一を探る。十型の交換關係は正『の特別な

形に樹してのみ用ひるのも現在と同様である。（7，2）は（7，1）と矛盾せすρ，，興の任意の函数F

．に封し

　　　　　　　・因蝉吟・………・・…・…・……………………一・……∴∵⑱

となり，Shτδdlngerヒの描像も成立する。

　　　　　　　・・÷・r．吻…一……………・一…・……………・…・…一…附

　　　　　　　　　　　　　し　　　あ　　　　　　　　　　ぱ　　　　ゆ
　　（7，2）に入ってくるδ（η一πりはδ（7・一〆）の如く存在し得ない函数ではないから，現在の場

理論に於てδ（ブー〆）が交喚關係に入ってくることから起ると認わられる困難は解消すると豫期さ

れる。Lよりエネルギー運動量デンソルTμレを三三と築行に次の様に定義してみる。或は之に適

當なテンソルを加ぺ謝構とする。窺・＝HであるQ

　　　　　　　窺藏磨漁一勉∵一一一轡（乳拶

　　　　但し　　　μ，ン；　謬，y，称ち　　靴盤観
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　　（7，1）より

　　　　　　　響〒騨｛藻孟『（ρ9童∂〃レ）＋’銑謝瀦

aなるが右回は伽が連績i回数の場合に限って0となる。即

　　　　　警＋．誓｝＋讐馳＋灘・一・……・……・・…………・・一………（7，6）

とれからエネルギー保存則，エネルギーの流れ∴エネルギー密度等Z）概念μ目指の如く保持される。

自由素粒子の取扱ぴに於て蓮動量と言ったものは，正確にはエ’ネルギーの流れから從來と同じ形に

告採じ碇義され縄映帯ふ遭であらう．しの中軸鶴のポテγ。ヤルφ。附置の如
　6
〈入れておいた場合導入される四四電流密度ベクトル斯に謝して連績の方程式が成立する。

　　外聞の連個性を保持したのは次の事情による。時間にも準則数を封慮させ室聞に封ずるゾ。に相

・下す・もの醐・禰画一畝な・妬に凱嶋熊畝・な・が・、も幽／・〉毒

なら圃脚病・よ閉る様に砺は．’に寒し・一瞬㊨な姻加み楠鍋屠へなくなる。・

　　實は∫が不連弾ならば（7，3）と．（7，4）とを現在の理論の様に連結することが出來なくなり確

率振幅として意味ずけられるのが導入出撃なくなる。∫を特殊に扱ふことは微視現象に封ずる槻測

に於ける時聞の特殊な役割を素直に受入れたことに早るわけである・

　　＄hrδdinger及びDiracの帯側論ぼ現在の形式が其のま歪威立する・但し室闇積分は§4で定義

し潅如ぐ行ふ。始状態，中聞状態及び樹心態に陣する蓮動量保存則はこんどは波数ペンクトルの保存

則とせねばならぬ。始状態及び絡歌競に帰するエネルギー保存則は同様である。さて現在の理論費

は其れ自身の内部からは許されなV・墨隈量切断等の附加的操作により計算に起る無限大の困難をさ

けてみる。切断は波長の10鵡απ程度の一定値で行ふのが常であるが，こごに提案した理論に曾て

r。を10－13ご1π程度と1すると，切断燥作による値と同程度とならう。即無限大の困難は理論自騰の

内部で自動的に解消することにならう。　7。→0とすれば現在の理論に移行するから§3のδの要

請回して居槻在の蹴で酸し得る現象幽しては，共と一致し三明繊噛・

　　　　　　　　　§8。静電衆予ンシヤル訟電畢の臨罵認ネル離一

　　荷電8巴，・’・・，硫，…の荷電粒子ま，…，々，…と輻射場より成る艦系を攣更された立場から恪子

化して取扱ひ回気系のHamilton函激から荷電粒子の座標7zε，1z£等にのみ依存する頂偽（静電ポテ

ンシャル）をFermiの方法で分離してみると次の即くなる。簡翠の爲場は§5と同様な週期性を持』

つものとしてある。　　　　、　　　　　　．　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　客と麦嬰娠・・ψ（ぞz盛，1zル）　…………・…………・……・・…・…・……（8，1）
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但しψ繭謹典瞥）一・・∴…………一・……………（亀・）

　　吻，ぬ，ぬ，は§5に於けると同じ⑰

　　　・　　　　　　　　　回　叫　　　　　　2v3　　＊→　　　　一

　　さて．卿（7騨）麗一㍗・（’卿・（・・）

　　　　　jv3　　　　　　一●　　　　　　　＿レ　　　　．　　　　陣P　　→

となるが ﾋ，（・吻ωぼ・・佛を7＝L3＝働3・卿眼沸して制ば（墜ぱ・瀞常
整数の臨に了しノz‘o，7蜘「卜1，・・り1‘o牽N－1，の中に制限されてるること）1δ＠‘一πのと一致する

こ豊は，其を同攣域の任意の函数∫（切に乗じフZ‘に付て積分してみれば判る。即

　　　　　　　4¢ψ（η¢，πの；＝一δ（π藪一π孟）　　・…　‘・・・・・・・・・・…　一・・・・・…　一・一一一・一…　∴・・・…　　（8，3）

ψ繭は獺塞聞に㈱毒話構す聯が・野・くNが非常魔けれ戯、

　　　　　　　’噌　　　　　　　　　　π　　　』　→　一　　＿じ

　　　　　ψ繭「鋸1∬∫∵一茄λ（〃巴一7zゐ）プ。　，　　　4寿λ艦4々λ〃4たμ　・…一・・……・…　（8，4続）

　　　　　　　　　　　　　　　　2‘O

となるがsin2ぬ．プ。＝s量n2（π』一ぬ．プ。）等であり，窃はぬの三分値ゐ二乗の箪謂糟加函数でなく，

（8，4）は＠‘一痢の斉分値がすべて偶数の場合のみ零でない（そういふ町一砺を以下偶数ベクト

ルと呼ぶ～二とにする）．

　　　　　　　　　　　　　　ガ　　　　　ニ　リ　　ロい

　　　仁ψ（麟）一∬∫写無謬（；漕画

　　　　　　　　　　　　　　　2ズ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　．互
　　　　　　　　　論∫∬1」墨＠垂孟蝶畿認講三幅）・ピ……（8，5）

隣¢一国が掃きV・時は積分は籔の小さV・所から比較的細きV；寄與をなされると認められるから

隔列霧吻・置齢・）は鑑・な・・即二蝋細の襟標・・ナペ姻

．能なるものの8囲けある1騰ベクトル錫合にのみ從來の8倍殖襖へ他の囎は0と勧尉

見して難黙である。しかし吾々は静電ポテンシャルを實は運動してみる荷電粒子のポテγシヤルエ

ネルギ四として用ぴるのであるから陽、一刷プ。がプ。に比して大きくなれば即冨、一島1が大きく

なれば逓延を考慮しなければなるまい。逞延を考慮に入れた荷電粒子系の（周りの輻射場を考へす

多艦問題として：町扱ふ場合の）ポテンシャルエネルギーとして用ふづきものを罵とすれば，從來で

は荷電粒子の遮度が6に比して遅V・限り乃ば乃と一致したが，こんどは波動函数が時刻’oに於℃

ゾδ（1Z乞　　　　ノ～‘〔））及びゾδ（’恥一ノ祠なる歌態にφる∫及び々荷電粒子による％の頂に封しては，

（8，5）に於て伽一蘭を（勘一’細の近くの一勲PとPの近傍の値をとらせ共の弓二均値の如鷺も・
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のを取り，此を改めてψの値とずるといふ様なことが必要となる。そうすれば從來と殆んど｝致す

砂ら欄核鷹子醐馴原初問題）燭して離來のものと出する・とになる・

　　ま電子の縦波による自己エネルギ岡齢（〃）は有毒となり次の如くなる。

　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　一》

　　　　　照）一撃ご∬∫漏彰識＿・……………一・…一…（8，6）

　　　　　　　　　§9。至醇潔壁ン襲ヤル禽贈主の幽唾罵象ル翠一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
　　い・鵬∴なる核子と．・燗子場よりなる器系慶更ぎれた立場から格子イヒし諏扱備骸力に

よるポテンシャル（静核ポテンシャル）をMφ1【er－Rosenfeld7）の方法によb，一例として封稽ベクト

ル場に就て求めてみると（9，．1）の如くなるQ但し相互作用の常数4i，ρ2，崎通常の電磁軍位に蜀鷹

ずる如くとってある。叉乱軍の弓場は§5と同じ週期性を持たせてある。・

　　　　1
　　　　　殆』÷艶鰍刺諦＋（ぴ

　　　　　　　　　　　　（；・・即・①）＠騨・の）｝蜘（繭）・・一・……一…｛傷1）

　　ノ’乞は2核子の座標でgrad（のは整素数11重に關して定義されたものである、もんは（6，1）の梅と

同じである。叉

　　　　　　　φ（漸）三謡扇＠ゴ・…・・…・……一……・一…………《傷’・）

　　　　　gλ，走λ，ぬは§5と同じ。

（8，3♪に於けると同様に：π‘，伽の油壷を：制限して置けば

．　（4‘一κ2）φ（蔽）一・（瑳峨）、・…・…………か…・………∵（銑・）

・参・・φ三面察闇剛・麗÷に脚・もので醐爾、・嚇
　・）が聯べ外ルの場餌のみ・次の如俵さ穐の騨。聯・

　　　　　φ（嫉）一驚∫∬穿輿1竃留欝驚（濃蕪鯉露・…・・（鋤

　　　　　　　　　　　　　　o

　　幅・・）に吻・d（乞））（σ（な）・「副を作用さ舳もの鵠一）が融桝ルの揚解の

み0でなく

7）　ム》Uer＆Rosenfeld＝Kgl．　Danske　Videnskab，　Se！slくab．　XVII，1コ，（1940）。



童40 遜　　縢　壌詫　男

（窪y（3叫・㎝り（；⑳9・・d・・）躯φ（瓜凱）イ舞y蕩

　　　　ガ　　∫∫∫、1』（∂》）σ勤）S創rξ露＋σ野）σ銃）sin2ξシ＋　σ野）σ望）sin2亀）φ04ξ・・・…　一・　（9・5）

但しφ。は19，4）の被積分函歎である。，（9，5）から2及び々核子による静核ポテンシャルは、プ。を
　　　　　　　　　　　　　へゑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロじ　　　の
10一’13cm程度とすれば高々亘しの程度であることが分る。とにかく7zF　13ゐで無限大になる様なご
　　　　　　　　　　　　　プけ
とはな矯。（9，1）は偽の中に，δ伽一耐が入っててなV・様に：H函数を取って計算したものである

・三って來る様にし愚でも趣三思場合・異なって・5・鞠威昴・で潅な・有

限値であるから無限大の困難は起きない。核子の自己エネルギ僻は同様有限となり次の如くなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫一　　　　　　　　　一．
醐織｛等（紛＋（グ」島　一←　292雪）∬ジr㎡二業輸蕊＋曜｝…・∵（鉱・）

　　さて重陽子問題等に調ては％を10　11玉cm程度とすれば核闇距離はプ。に比してそう大きくな“

から核外電子の問題に於ける様な遅延は考慮しなくてもよからう。所で多罷問題に封ずるSchr6din一

墓erの方程式に入ってくる微分演算子は4等だけであるが，之を彼岸函数に作用したものの偶数鮎、

に於ける値は其の偶翁忌の近傍の偶数瓢に於ける波動函激！値のみによって定まる。其れ故相樹座

標が偶敷ベクトルである場合にのみ零でない様なポテン’ジヤルエネルギーを與へる（9，1）の如き相

互作用に謝しては波動函数の値はπ醇が偶数ベクトル¢）場合に：のみ零と異なり他の場合は零として

もよV・ととになる6從って核子が接近してみるとプ・が核子の牛径の如き役割をしてみると言へる。

　　しかし重陽子問題に聴し本稿の様な取扱ひ牝於ては次の正攻法がむしろ簡輩かも知れなV・。即

核子と中三子の共存の場に於て自由核子場，自由中間子場のE函数を封角線的にする表示を使った

場合，共存の場全膿の定常状態の内核子の総個数が2である歌態に封ずる確率振幅が非常に潜きV・

ものを求めるこζが希ましい。　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要・　　約・

・　現象が微椀的となるに從ぴ，面面系0立場が現在の理論に於けるよりも更に重要となり相封論

的記述が不可能と除る領域が出てくるものと考へられる。現在の相封性量子高富に凡て保持されて

みる時塞閥及び現象の絶封性の概念は攣更を要し，時空闘及び現象は槻澗系に封慮して定まってく

るものと考へた。かかる観瓢に立つ最も簡暇な一つの試みとして，格子化（laticization）と名付けた

取扱による場理論を提案した。自由素粒子一個のエネルギーには最大値があり，電子，核子の自己

エネルギ禍等は有限となるQ一般に現状理論に於ける無限大め困難は自動的に解泊するとV・ふ豫想

が成立する。

絡りに臨み本研究に關心を持たれた岡本敏授に謝意を表するQ


